
「平和で、聖なる生活を追い求めなさい」     2019 年 01 月 26 日 

ヘブライ人への手紙 12 章 14 節～17 節 すべての人との平和を、また聖なる生活を追 

い求めなさい。聖なる生活を抜きにして、だれも主を見ることはできません。神の恵みか

ら除かれることのないように、また、苦い根が現れてあなたがたを悩まし、それによって

多くの人が汚れることのないように、気をつけなさい。また、だれであれ、ただ一杯の食

物のために長子の権利を譲り渡したエサウのように、みだらな者や俗悪な者とならないよ

う気をつけるべきです。あなたがたも知っているとおり、エサウは後になって祝福を受け

継ぎたいと願ったが、拒絶されたからです。涙を流して求めたけれども、事態を変えても

らうことができなかったのです。 

 

「著者」は、「すべての人との平和を、また聖なる生活を追い求めなさい。聖なる生活 

を抜きにして、だれも主を見ることはできません」と言う。主イエスは、「心の清い人は

幸いである、その人たちは神を見る（マタイ 5：8）」と言われた。誰も神を見ることはで

きないが、主イエスが言われる心が清いとは、神のみを求め、空しいものに心を惑わされ

ない人であろう。「著者」は、平和を求め、聖なる生活をしている人は「主を見る」と言

っている。これは、終末時、再臨の主イエスとまみえることができるという意味である。

神の恵みから除かれ、苦い根が現れてあなたがたを悩まし、それによって多くの人が汚れ

ることのないように気をつけなさいと諭している。 

 そして、一杯の食物のために長子の権利を譲り渡したエサウのようになってはいけない

と警告している。アブラハムの一人息子イサクの妻リベカが身ごもったところ、双子であ

った。体内で押し合うので、リベカが神に尋ねると、「兄が弟に仕えるようになる」と答

えられた。先に生まれた子どもは赤くて、全身が毛皮のようであったので、エサウと名付

けた。後から弟が出てきたが、エサウのかかと（アケブ）を掴んでいたので、ヤコブと名

付けた。兄弟は成長し、エサウは狩りが巧みで、野の人となった。ヤコブは、穏やかな人

で、天幕の周りで働くのを常とした。ヤコブは自分の中に巣食っている罪を深く自覚して

いたので、神がいなければ、生きられないことを深く知っていたのではないか。ヤコブの

神への求道は強く、激しいものがある。創世記を読むと、アブラハム物語に注目させられ

るが、イスラエル 12 部族の祖となったヤコブ物語が中核であると言う人もいる。ヤコブの

生涯は波乱万丈で、事あるごとに、神に祝福を求め、食らいついて離さない。神はそれに

応えておられる。 

 族長は、神の祝福を受け継ぎ、それを長男に継承する「長子の権利」を持っている。当

然、兄エサウに譲り渡される権利である。ところが、ヤコブは「長子の権利」をどうして

も欲しかった。神の祝福を得たかったのである。 

 ある日、エサウは狩りから、お腹を空かせ疲れ切って帰って来た。その時、ヤコブは煮

物をし、美味しそうな臭いをぷんぷんと立てていた。エサウはたまらず、「お願いだ、そ

の赤いもの（アドム）、そこの赤いものを食べさせてほしい。わたしは疲れきっているん

だ（創世記 25：30」と懇願した。ヤコブが、「まず、お兄さんの長子の権利を譲ってくだ

さい」と言うと、「ああ、もう死にそうだ。長子の権利などどうでもよい」答えた。エサ

ウは、ただ一杯の食物のために長子の権利を譲り渡してしまった。彼は後で祝福を受け継

ぎたいと涙を流して求めたが、事態を変えてもらうことはできなかった。「著者」は、「エ

サウのようなみだらな者や俗悪な者とならないよう気をつけるべきです」と警告している。 


